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・『佐渡鉱山史 其ノ二』解説 

歴史認識問題研究会は、佐渡鉱山が朝鮮人強制労働の現場ではなかったことを示す１次史料、

平井栄一編『佐渡鉱山史其ノ二』を入手し公開した。 

同書は 1950 年にまとめられた原稿で出版はされていない。平井栄一氏は、元佐渡鉱山採鉱

課長で佐渡鉱業所を経営していた三菱金属社長の依頼で佐渡鉱山の歴史について江戸時代から

昭和まで２巻にまとめた。 

なお、この史料は、原本と複写版があることが確認されているが、これまで公開されていな

かった。歴史認識問題研究会は令和４年 1 月 26 日に目次と 844～846 頁にある「（九）朝鮮労

務者事情」という項目の原本写真を入手して、研究会ＨＰで公開した。 

ところが、佐渡金山の世界遺産登録に反対する立場で現地調査や研究を進めている韓国政府

機関「日帝強制動員被害者支援財団」は同じ史料を同年 1 月 14 日に「匿名の日本人研究者」

から提供を受けている。その研究者はそれを 2015 年 8 月に新潟県教育庁文化行政課世界遺産

記録推進室から入手したという。（以上は同財団が 1 月 27 日に行ったウエブセミナー「日本、

世界遺産登録推進、『佐渡鉱山』の強制動員歴史歪曲」資料集に収録された、鄭恵瓊（チョンヘ

ギョン）（ARGO 人文研究所）「新しい資料を紹介：平井栄一『佐渡鉱山史』」による） 

佐渡鉱業所の内部資料を活用して書かれた『佐渡鉱山史』ではこれまでわからなかった、動

員された朝鮮人の総数がおよび、各年の動員数、そして終戦時の残留数が次のように明らかに

されていた。 

 

「昭和十五年二月朝鮮労務者九八名を募集し五月二四八名、十二月三〇〇名、昭和十六年

二八〇名、十七年七九名、十九年二六三名、二十年二五一名計一五一九名を移入したが終

戦と同時に残留人員一〇九六名を送還した」。 

 

また、待遇についても以下のように内地人と同じであったこと、宿舎や食事などで鉱業所側

がかなり神経を使って良い待遇を与えていたことが簡潔に書かれている。 

  

・賃金は内地人と同じ 

・採掘量による出来高払い 

・稼働成績に応じた精勤賞与と年二回の勤労賞与を支給  

・家族持ちは社宅が無料、米、味 噌、醤油など生活必需品は廉価で提供 

・単身者は寄宿舎と光燃費、浴場費が無料、１ヶ月 50 銭で寝具を提供、１日 50 銭(実費不 

足分は会社負担)で食事が出て、会社直営の農園から野菜を補給 

・全額会社負担で生命保険に加入 

・映画会、講演会、遠足会、運動会 開催 

・寄宿舎に雑誌、朝鮮将棋、蓄音機、ラジオ等を置いた 
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